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蹴臨 天　界新知　識
　　　　　　　　幽
　　　　　　　　　　　　　　　　新知識各項に附けた番號は便宜上のもの

　　　　儂脚。艶　繋累簿なし㍉各燗類鯨

　　　　547　　　　　　　大犬座29番星の分光軌道

　赤輕7：14，赤緯一240にある5等星29Canis　Majorisは，1917年にビクトリや天

文毫のHarper氏が分光星連としての軌道を登表したことがある〔Ottawa　Pub・4，115〕

が，近頃，米國ミネヤポリ．スのW・」　Luyten・EG・Ebbiれ9hausen爾氏は1934－1935

年にヤ1ヤ！ス天丈墓で行はれた22同の観測結果から，新に軌道を算出した・ji〈．，登

光線（Emission　Lines）からも一種の軌道を算幽した・此等の結果は下の如くである・

認　；翻無難霧1；黙欝欝
概論窪y劉lll：；、1：19：鷺：1？？16攣1鵬董11：

閃みに，Callの吸塵線は＋29粁の定常速度を示してみる・

　叉，始め，楕圓軌遣の長軸線（apsidal　line）は第含騰の陰干により同掬してみるか

と思はれたが，上記の結果から之は認め難い・尤も星の半径は107粁位で軌道牛径の

巷位であるから疑問は痩る．

　光度は攣らないらしい・叉傾斜角iは多分80。以下である．らしい・〔AP・J・82，246〕

　　　　548　　　　　　　短週期愛星とも座VV星

　之の星は既に天界13巻155頁に述べし如く，甲防二丁オン天一塁のフヰンゼン氏が，

1930年饗固した〔B・A・N・6，93，（1932）〕週期100分の最短週期攣星である・其後ア

ルデン氏〔A・」・41・89，（1932）；42，121，（1933）；44・112，（1935）〕や，．メiヨオi

ル氏〔P・A．S・P・45，304，（1931）〕の寓眞襯測がある．之の攣星はこと座RR星型で

週期100分，増光よりも減光時の方が急である所の，一寸風攣りな光度曲線である・

多くの．こと座RR星型の星では，攣光範園は違っても櫓脚光度は常に一定であるの

に，之の星は不思議な事に攣光範園は大外一定で，從って光度曲線の形は攣らぬの

に，全膿としての光度が時に俵り上下する・．之れを登劃し．たのはヰルソン山天文肇の

（．）osterhoff氏で，比較星を同一のもの，叉その光度も同一・の値を探用して得た挙均光

度（極大極小の）は常に攣化してみると言ふのである・次の表は襯測者こそ蓮へ，比鞍

星は同一であるから・．同．じシステムに換算した光度である・



26C）． 天　界　新

　観　測　者

van　Gent

A）den　（A．　」．　41）

Maya］1

Alclen　（A．　J．　42）

Alden　（A，　J一　44）

Oosterhoff

極大
　ロ
14．2

14．2

14．5

（14・2）

（14．6）

15．1

知　識

　極小
　　ロ
　14．9

　1．5．3

　15．8

（15．3）

（15・4）

　16。4

天界18．1

寧均光度

　14．55

　14．7る
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（15．00）

　15．75

．5ア・レデン氏の後の2つは親鯛婁妙なく不確實之の準均光度の攣牝1杯規則か週

期的かは今後の観測に待たねばならぬ．趣大時の要素は次の為り・．〔P。A．　S．　P。．47，

322，　（1935）〕

　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　」．D，2426441　．703十〇．06974689　E　士0。001±　O．00000011（m．　e．）

　　　　549　　　　　　　厭者座YZ星の墜光要秦

　疏の星はセプアイ式の攣星で，極大光度は10・O，種小は10・8位であるが，ノ）ガリ

國ブダペス下天文嚢のL・Detre氏の研究によれば〔AN・6166〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　極大M二∫。D．2420420．537十18、1929×E

此の星については前に9．Williams〔登見者MN・78，483〕，　Robinson〔HB・871及880，

HA．90，　46；　70180〕，　B・yer〔A・N・E・ggnz・一1｛・fte　8，・・i〕，1〈・1・a・k三・〔NNVS・25－26

及29－30〕等の研究がある・

　　　　550　　　　　　　大熊座TX星の蝕墜的軌道

　此の星は極大光度6・83から極小9・32まで轡記する蝕憂星で1903年以來の各地で行は

れた噺片的観測がある．近頃ドイツM　iinchenのH・RUgemer氏が自他の観測を整i理

研尭して下の結果を得た・

　　　　∫．Mohr氏の結果　　趣小期lli＝一J．　D・24Lt2081・651十3・063295×sl

　　　　Prager氏の表には　　　　　Ill　＝」．，　L）．　2422081．651十3．06333　＞くE

　　　　RUgemsr」氏其の他よ1／｝　　　　m＝J．1）、2416426．784十3．0633175×E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋〔1．021sin（α09474×E＋64．42）

　此の星系を分光蓮星と見て，J・A・Pearcc氏の槻測〔J・R・A・s・can・218〕を整理

した結．果，

　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　o
　　　　週期　 P二；3．0633175十〇．OOOO347　c（）s（O、09477×E十64．42）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　り　　　　離心牽e＝＝　O．19，　61⑪．017　　　近星黒占の引回e）　・262・33±⑪・⑪8

　　　　近星羅占ま重．過期　fr　＝＝　J．　D．2423856。792tiヒ0．00／

　　　　面目親線癒度γ＝一10．9粁／秒　速：度振幅1〈　＝51．8士0・85粁ノ秒

　　　　asjn　i＝2，140，0⑪0粁　　　　　　　m23（m1十m2）一i’sil13　i　・0．0荏170×太陽

　光度の攣化より計覚する軌道要素について，Riig即erは氏は俘毒．の全表面が噌檬に
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輝いてみる揚合（U・Hypothese）と，之れに反し，三星の邊縁が弱光の揚合（D－Hypo－

t’hese）とを，別々に計算してみるが，下にはD読の二合を記す・〔AN・6166〕

首
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ユ0．24

G1
1．70×太陽

3，979，000粁

　　　　551　　　最小の恒星
　オランダから来國へ留回し，昨年までリク天丈肇でエイトケン博士の指導を受けつ

s二重星を襯測研究してみたG・P・Kuiper君が績けさまに4つ5つの自色綾星を登凝

したことは，天界にも記した所であるが，其の後，此等の白色綾星の1個1個につきヰ

ルソン唐天交塁で研究した結果，此のうちの1つはTの如きものであることが鋼つた；

　　　直　　径，6500粁　　即ち地球の2分ノ1・

　　　李均比重，水の37800000倍　　叉は地球の6830000倍・

　　　表面重力，地球面の3400000fff　故に人の李均二重は200000トンとなる・

　　　全質：量，丁霊の886000倍　　即ち太陽の2倍牛強・

こういふ恐ろしい恒星で，

　　　其の表面温度は　　撮氏155000

であり，此の星を包む大氣の高さ僅々4メ1トルとなる・（故に此の星α）世界では，二

階では住むことが出來ないこととなる）・

　　　　552　　　　　　超高速度の星点嚢見

　米國ヰルソン野天丈墓のM・L・HumaS・n博士は非常に速い速度で我が太陽から離

れつtsある一星霧を登見した・此の速度は毎時間94，000～OOOn－q，印ち毎秒42，000粁で・

丁度≧れは光線の傳はる挫度の7分の1に當り，叉翻れは地球一週の長さに當る・ヒユ

マソソ氏は之れを250糎大反射鏡で観測したもので，我々からsiiの星霧までの距離は

　1，404，000，000，000，000，eOO，OOOIOOO，000哩　即ち2340億光年である・此の星霧は大熊

星座中の第2星雲に含まれてみる・此の第2星雲は二二を少くとも200ケ含み，其の各

ケは相互に1：光年以上離れてみるものである・〔U・P・〕
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　　　　555　　　　　　毒性座より新流星群

　濁國ゾンネベルグ天丈塁のC・Iloffmeister及びA・Teichgraeber爾氏は昨1935年8月

31日よら翌9，月1日早朝まで流星を観測中，夜明け前（特に2時以後）思者座v星．及びτ

星附近より著しき流星群の輻射することを認めた・最盛期には毎時間30－40ケを親妬

したが，輻射貼は

　　　　1）　赤経85。　　　赤緯十40．5。　（1925年の分黙で）

　　　　2）　．　　80r　．　　十〇r9

デニンクの流星目錐中には此の種のものが見當らない・

　之れは趣めて短時日の出現のものらしく，今後世界各地で注意深．き．観測を望む次第

であみ

　偶々チエク國V・Guth氏等も此の1）の流星群（輻射黒占はα＝87。，δ＝十40．5。）を

同日頃に見，計算の結果はキ1ス彗星（191111）と同じ軌道のものであることが明ら

かになった・

　　　　　　　　　勝者座流星群

近日鮎引，撒ω　エ21031ノ

昇　交　黒占　黄　経　Ω　　　　　】5744

傾斜i」4622
近日雛距離調徽1・gq　9．8856

キ1ス彗星

欝｝（一

9．82，566

計算より1象想される輻射瓢はct　＝＝　9．　0。11・7i，δ…十39。15・2（1935・0）である・〔AN・6170〕

　　　　554　　　　　　　昨年度の小遊星護見出況

　濁國ベルリン計算局よりの登戸〔AN　6173〕によれば1934年7月1日より翌1935年6月

30日まで満1ケ年間にi新饗見として通報された小遊星は263ケで，下の各天女塁が之れ

に貢献した・
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叉，新天引と礁認せられて番號を附せられた小遊星は，第1302號から第1f4號まで，

総計43－maある・此等のものは，軌道の黙から特異なものは殆んど無く，皆，比較的細

江なものばかりであるが，第1308號1931E8星は離心．事角tP　・・　o．。526とい．1，圓形に近

いものである・

　街，1．908　CG以下，番號を附黙せられない馴顔軌道の小遊星が37個あり，」叉，馴・

牛田のものが3個ある・


